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会長　飯田　満治君
例会に先立ち持ち回りにて、

理事会を開催いたしましたので、
報告いたします。
最初の審議事項は、新会員の

入会を承認する件です。前回の
例会で報告いたしました通り、新会員候補者
が4名でした。そこで、入会までの手続きを
進め、本日すべての手続きを終えたことを確
認のうえ、それぞれの方の入会の承認をいた
だきました。次回以降の例会において、2週
連続で、新会員の入会式を行いたいと思いま
す。新しい仲間を迎えることができて、大変
うれしく思っています。
2番目の審議は、瀬戸越町の暴力団事務所

立ち退きについて、佐世保市などからの要請
に対して、クラブとしていかなる対応をする
か、理事の皆様にご審議いただきました。パ
スト会長の皆様のご意見や、市内の他クラブ
の対応なども参考にして、佐世保クラブも相
応の寄付をいたすことにいたしました。
続いての報告は、地区の研修会の件であり
ます。去る8月8日に2つの勉強会がございま
した。1つ目は、新世代部門セミナーであり
ます。大変暑い日でしたが、佐世保ロータリ
ーからは、原口インターアクト委員長、闍木
ローターアクト委員長、さらに松尾慶一地区

委員の3名に出席いただきました。後程詳し
い報告をお願いしておりますが、大変忙しい
中に、時間を使っていただきましたこと、心
からお礼とお労いを申しあげます。
2つ目は、私と古賀幹事が出席いたしまし

た、規定審議会説明会でございます。本年4
月にシカゴにおいて開催された規定審議会の
決議内容の日本語訳ができあがりました。そ
こで、そのアメリカでの会合に出席された、
野口パストガバナーに講師をお願いして、
2740地区の57のクラブの会長幹事が集まって
勉強してまいりました。主なるものは、Eク
ラブ（電子的な通信手段を通じて会合するロ
ータリークラブ）を規定する件、出席規定の
免除に関する規定を改正する件、第五奉仕部
門「新世代奉仕」を加える件、人頭分担金を
増額する件などであります。
すでに私が今までの例会等で説明を済ませ
たものもあります。決議された案件が多種多
様にわたりますし、中にはRIならではという
決議もあったりしますので、そのほかの内容
については、適用事例が出てまいりました際
に説明いたします。また決定報告書につきま
しては、事務局に常備しておきますので、閲
覧希望の方はご連絡ください。

私は、もうずいぶん長くロータリー会長を
している気分でありましたが、よく考えます
とまだ１ヵ月半通過したばかりで、まだまだ
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２．第2740地区2010-2011年度
ガバナー　高原　武彦君
米山委員長　曽我　文雄君

米山奨学委員会クラブ委員長セミナー開催

のお知らせ

日時／2010年9月4日貍
登録開始13:00～　開会13:30～

場所／伊万里市民センター

３．第2740地区地区大会実行委員長
岡部　景光君

地区大会に関して週報掲載のお願い
「地区大会のご案内」※6面に掲載しております。

４．第2740地区ガバナー事務所
地区ホームページ更新のお知らせ
8月9日・16日

５．譛ロータリー米山記念奨学会
「ハイライトよねやま126号」8月12日発行
PDF版でもご覧頂けます。

６．長崎国際大学ローターアクトクラブ
会長　松永　夕加さん

地区代表公式訪問例会のご案内
日時／平成22年9月22日貉　19:00～
場所／ハウステンボスジェイアール全日空

ホテル
登録料／1,500円

７．譛米山梅吉記念館
①「館報」2010年秋号
②春季例祭のお知らせ
日時／2010年9月18日貍 14:00～
場所／米山梅吉記念館ホール
講演／田中　毅氏

新人会長として、来月も各種勉強会に呼ばれ
ておりますので、その都度都度報告させてい
ただきます。
報告に続いてお願い事項です。
本日夕刻より、富士国際ホテルで、第１回
60周年実行委員会正副委員長会議が中島実行
委員長のもとで開催されます。該当の正副委
員長さんの熱心なご意見を期待いたしており
ます。よろしくお願いします。

さて、今日の卓話につきましては、長崎県
副知事の藤井　健様にお越しいただきまし
た。実は鹿子前のパールシーリゾートにおき
まして、7月3日に環境省の手により、観光客
の利便性向上のためのビジターセンターとい
う施設が完成し、そのお披露目の会が開催さ
れました。その際、藤井副知事と長い時間ご
一緒させていただき、五島におけるEV（電
気自動車）事業の展開についての話を伺いま
した。ある面では、大きなビジネスの変化が
訪れるのかもしれません。大変興味深い内容
であります。本日は大変お忙しい中、佐世保
ロータリークラブまでお運びいただきました
ことに感謝申しあげます。

○ロータリーソング「四つのテスト」
○卓話者
長崎県副知事　藤井　　健様
○ゲスト

秘書　大塚　英樹様
○ビジター
佐世保西RC       岩崎　邦臣君

幹事　古賀　　巖君

１．国際ロータリーおよびロータリー財団
事務総長　エド・フタ（布田）君

2010-2011年度RIカタログ送付
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例 会 記 録

幹 事 報 告
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■地区ローターアクト委員 F木　友輔君
新世代部門地区セミナー報告

8月8日豸、東彼杵町の総合会
館にて、新世代部門地区セミナ
ーが開催され、当クラブからは、
地区委員の松尾慶一会員と私
（闍木）、インターアクト委員長の原口増穂会
員の3名が出席してまいりました。4委員会
（インターアクト、ローターアクト、国際青少年
交換、ライラ）の地区委員長より、新世代育
成のための活動方針と思いが発表され、総勢
81名の参加者は、今後も新世代育成のための
具体的な行動を継続していくことを誓い合い
ました。これからも、新世代育成の為の様々
な活動に対して、ロータリアンの皆さまの更
なるご理解とご協力をお願いいたします。

■出席委員会 委員長　平尾　幸一君
週報の出席表を福田金治会員に相談し、

今回より変更いたしました。本日の出席率
は、会員数／出席で計算し、前々回の修正
出席率は、会員数と欠席数で計算し、表示
しています。

安福鴻之助君
第6回輪飲会のご案内

日時／2010年9月26日豸 15:30～19:00
懇親会 17:30～

場所／レストランれおリオンドール
会費／お一人様 10,000円

朗遊会幹事　納所　佳民君
第1回 朗遊会ゴルフコンペご案内

日時／2010年8月22日豸 スタート12:36
場所／佐世保カントリー倶楽部（石盛岳）

中村　徳裕君、富永　雅弘君
ご多用、炎暑の中、多くの会員の方々にご
焼香いただき、また、ご丁重なるご供物、ご
仏前を賜りました事、感謝申しあげます。
おかげ様で精霊を送り、初盆の供養をすま
せました。

親睦活動委員会　川冨　正弘君
○今月の誕生祝い

名誉会員
フランシス・ザヴィエル・マーティン様（17日）

溝口　尚則君（4日）
橘闍 克和君（8日）
松尾　慶一君（11日）
才木　邦夫君（16日）
副島　正義君（27日）

○出席100％表彰

立石　徳雄君（32回）
菅沼宏比古君（13回）
高橋　理一君（1回）

委 員 会 報 告

朗 遊 会 よ り

輪飲倶楽部より

初盆のお礼

慶　　　祝
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親睦活動委員会　長富　正博君

【8月4日分】

平戸ロータリークラブ会長　柿添　圭嗣君
本日は、貞方幹事ともどもお世話になりま
す。また卓話をさせていただきます。

飯田　満治会長、木村　公康副会長
古賀　　巖幹事、増本　一也副幹事
松本　由昭君、福田　金治君、平尾　幸一君
有薗　良太君、黒木　政純君、山下　尚登君
平戸ロータリークラブ会長 柿添圭嗣様の

卓話に感謝してニコニコします。

【8月18日分】

飯田　満治会長、古賀　　巖幹事
増本　一也副幹事
藤井副知事のご来訪を心より感謝申しあ

げ、ニコニコ致します。

安部　直樹君、鬼木　和夫君、松本　由昭君
藤井　　隆君、梅村　良輔君
藤井　健副知事の卓話に期待して。

溝口　尚則君、才木　邦夫君、副島　正義君
誕生祝いありがとうございます。

立石　徳雄君
出席100％表彰ありがとうございます。

『長崎EV＆ITS（エビッツ）プロジェクト』

長崎県副知事
藤井　　健様

EV（電気自動車）が公用車で採
用されている県は多いが、観光で採用してい
る県はなく、長崎・五島列島に100台導入され、
レンタカーとして使用されております。

■長崎・五島
○「長崎EV・PHVタウン構想」

国から選定された8都府県のEV・PHVタウン
のうち、京都以西で唯一の選定。
○離島の活性化

県の4割を占める離島における人口減少問題
の解決には、産業・雇用創出が必要。
○世界遺産登録への取り組み

「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」は
平成19年1月に暫定リスト登録済。本登録に
向け環境先進地をアピール。
○EV導入による電力需要増

離島における電力需要増は必ずしも石油消
費の削減には直結しない。

■長崎EV＆ITS プロジェクト
国から選定された「長崎県EV・PHVタウン

構想」の主要プロジェクトとして、世界遺産
候補を有する五島地域において、EV（電気自
動車）等とITS（Intelligent Transport Systems：
高度道路交通システム）が連動した未来型の
ドライブ観光システムを実現。

目的：①EVと観光ITSの実配備・運用、②地域
発で全国に通用するルール化・標準化を行うプ
ロジェクトの遂行、③環境、観光を軸とした地
域振興・産業振興の実現、④エネルギーシス
テムとＥＶに係るモデル実証　等
推進体制：慶應義塾大学の川嶋弘尚名誉教授
を会長に、学識経験者、自動車メーカー、カ
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卓　　話

ニコニコボックス 本日合計 15,000円

累　　計 157,000円

◇

ニコニコボックス

ニコニコボックス 本日合計 12,000円

累　　計 169,000円

◇
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ーナビ・電機メーカー、地場企業、業界団体、
行政機関・地域等による連携組織「長崎EV＆
ITSコンソーシアム（長崎エビッツ）」を立ち上
げ、その中にワーキンググループ（WG）を設置。

〔プロジェクト概要〕

◎平成21年度、レンタカー等に電気自動車等
を導入。また、充電設備等を設置。
・五島地区のレンタカー等に、ITS車載器も
搭載したEVを100台（3月末）、PHVを2台
（6月末）導入。
・急速充電器を6月末までに8カ所15基整備、
200Ｖ充電設備も配備。
・地元の観光情報を次世代ITSを通じて発
信。上・下五島に各10おすすめルート策定。
・うち76台をレンタカーとして供用開始。
7月末日までに20社 1,369台の利用実績。
（五島市13社 1,073台、新上五島町7社 296台）
◎平成22年度以降、五島での導入状況を踏まえ、
電気自動車等のレンタカー以外のタクシーや
一般車への導入、他の地域への展開も。

長崎EV&ITS（エビッツ）：未来型ドライブ
観光のイメージ

１．公共交通手段とEVレンタカーの連携

長崎新幹線蚰ジェットフォイル蚰EV
＝世界遺産教会群をクリーンに巡る旅へ

２．急速充電器、DSRCなどインフラ整備

カーナビで観光ルートを設定。観光情報、
特産品、イベントなど案内。

＝観光している間に充電完了

３．ITSによるオプショナルツアーへの誘導

各種オプションツアーをカーナビで自由
に選択、カーナビが自動誘導。

＝地元の良さをふんだんに体験

４．ITS自動代金決済

お土産代、レンタカー代、食事代、宿泊
予約、駐車料金、充電料…

＝様々な料金を精算
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■長崎EV＆ITSコンソーシアム（長崎エビッツ）の目的と推進体制
目的：EVと観光ITSの実配備・運用、地域発で全国に通用するルール化・標準化を行うプロジェク

トの遂行、環境・観光を軸とした地域振興・産業振興の実現、エネルギーシステムとEVに係
るモデル実証　等
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（今週の担当：納所　佳民）
（カメラ担当：松尾　文隆）

クラブ会報委員会 委 員 長 松尾　文隆　　委　員 石井　正剛・幸良　秋夫
副委員長 納所　佳民　　 三浦桂一郎・高橋　理一

＊次回例会予告＊

卓話予定者
長崎国際大学　学長　潮谷　義子様
「気になる若者の人口減少」

■成長するEV関連産業
○EV・PHV新車販売台数
2020年＝75～100万台
2030年＝100～150万台
※年間新車販売台数を500万台と仮定した場合

○EV・PHVは、政府が目標を設定して重点的
に普及に取り組んでおり、充電インフラ、
改造EVなど、関連分野を含むEV産業は成長
分野である。

○スモールハンドレッドの台頭
◆アメリカ・カリフォルニア州
蘆テスラ・モーターズ：高級スポーツEV
蘆ベター・プレイス：EV用電池交換シス
テム
蘆フィスカー・オートモーティブ：高級
PHV

◆中国・ＢＹＤ：2010年、ＥＶ販売
◆インド・タタ自動車：2010年、EV販売

○国内中小企業によるEV開発
蘆愛媛県：産業技術研究所、県内外の28

企業・団体
蘆大阪府守口市・門真市：板金加工業等23社
蘆静岡県浜松市：木型メーカー等約25社と

個人　
蘆新潟県柏崎市：金属加工業等約50社
蘆東京都墨田区：金属加工業等16社と早

稲田大学
蘆群馬県：自動車部品会社5社


